
福島工業高等専門学校 基準11 

基準11 管理運営 

（１）観点ごとの分析 

観点11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になって

おり，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢となってい

るか。 

（観点に係る状況） 

本校の教育目的を達成するため，校長及び主事（教務，学生，寮務の３主事）が置かれ，学校教育 

法第70条の７，学校教育法施行規則第72条３（資料11－１－①－１）及び福島工業高等専門学校学則

第９条の規定（資料11－１－①－２）に基づき，その職務，役割が定められている。校務の円滑な運

営を図るため，福島工業高等専門学校組織規則（資料11－１－①－３）が制定され，校長直属の下に

副校長（教務主事，学生主事，寮務主事，専攻科長），校長補佐（企画担当，評価担当，地域連携担

当），専攻長，学科長等が配置され，また，事務組織として事務部が組織されている（資料11－１－

①－４）。この組織の下に，校長が主宰する企画会と校長の諮問に応じて審議・計画・立案を行う機

関として，運営会議，教員会議，専攻科会議及び各種委員会が設置されており，それぞれの役割は委

員会等の規則に明確に規定されている（資料11－１－①－６～７）。 

 各種委員会等からの学校運営に係る案件については，企画会で検討され整理・調整の上，本校の意

志決定機関である運営会議の審議を経て，最終的に校長の判断により決定し，教員会議等で周知され

る体制が採られている。本校では，企画会，運営会議を中心に委員会等が適切に配置されており，校

長のリーダーシップの下で効果的に意志決定が行える態勢となっている。 

 企画会は毎週定例，運営会議，教員会議・専攻科会議は定例で月１回程度開催されるが，緊急課題

等がある場合はと臨時に開催することとしている。以下に，企画会等の構成員及び役割等を示す。 

企画会は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の指示に基づき，本校全体に係る

重要事項について企画・立案し，調整する機能を有し，他の委員会も含め調整できる機能を有してお

り，そのため，校長が全体を把握しながらリーダーシップを発揮できる体制となっている（資料11－

１－①－６）。 

運営会議は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の諮問に応じ，学則等重要な

規則の制定・改廃，組織運営，施設等将来構想等に関することなど学校運営に関わる重要事項につい

て審議・調整をする機関として位置づけられており，会議は校長が招集し議長となり運営されている。

（資料11－１－①－７）。 

教員会議は，（資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，校長の諮問に応じ，本校の教育

に関する各種事項について審議し，会議は校長が招集し議長となり運営されている。 

専攻科会議は，(資料11－１－①－５）のメンバーで構成され，専攻科に関する事項について審議

を行い，会議は校長が招集し議長となり運営されている。 
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資料 11－１－①－１

学校教育法（第 70 条の７抜粋） 
 

第70条の７ 高等専門学校には、校長、教授、准教授・助教、助手及び事務職員を置かなければなら

ない。ただし、教育上の組織編成として適切と認められる場合には、准教授、助教又は助手を置かな

いことができる。 

②高等専門学校には、前項のほか、講師、技術職員その他必要な職員を置くことができる。 

③校長は、校務を掌り、所属職員を監督する。 

④教授は、専攻分野について、教育上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績を有する者であっ

て、学生を教授する。 

⑤准教授は、専攻分野について、教育上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する者であっ

て、学生を教授する。 

⑥助教は、専攻分野について、教育上又は実務上の知識及び能力有する者であって、学生を教授す

る。 

⑦助手は、その所属する組織における教育の円滑な実施に必要な業務に従事する。 

⑧講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 

学校教育法施行規則（第 72 条の３抜粋）  
 

第72条の３ 高等専門学校には、教務主事及び学生主事を置くものとする。 

②高等専門学校には、寮務主事を置くことができる。 

③教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

④学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除

く。）掌理する 

⑤寮務主事は、校長の命を受け、寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

  

資料 11－１－①－２ 

 

福島工業高等専門学校学則（第９条抜粋） 
 

第９条 本校に教務主事、学生主事及び寮務主事を置く。 

２ 教務主事は、校長の命を受け、教育計画の立案その他教務に関することを掌理する。 

３ 学生主事は、校長の命を受け、学生の厚生補導に関すること（寮務主事の所掌に属するものを除

く。）掌理する 

４ 寮務主事は、校長の命を受け、寄宿舎における学生の厚生補導に関することを掌理する。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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 資料 11－１－①－３ 

福島工業高等専門学校組織規則 

                                                            （昭和６２年３月７日） 

                                                            （規 則 第 １１ 号 ） 

                                       （最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 9 号） 

  （目的） 

 第１条 この規則は、福島工業高等専門学校学則（以下「学則」という。）第１１条の規定に基づ

き、本校の組織に関する事項を定め、もって校務の円滑な運営をはかることを目的とする。 

   （主事） 

 第２条 主事の職務は、学則第９条第２項から第４項の規定に定めるところによる。 

   （副校長） 

 第２条の２ 本校に、副校長を置くことができる。 

 ２ 副校長は、校長の命により校長の職務を補佐するとともにその一部を処理する。 

 ３ 副校長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （校長補佐） 

 第２条の３ 本校に、校長補佐を置くことができる。 

 ２ 校長補佐は、校長の命により特定の事項に関することを掌理する。 

 ３ 校長補佐は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （主事補） 

 第３条 本校に、次の主事補を置く。 

   （１）教務主事補 

   （２）学生主事補 

   （３）寮務主事補 

 ２  主事補は、主事の職務を助ける。 

 ３  主事補は、教授、准教授又は講師をもって充て、校長が命ずる。 

   （専攻科長） 

 第４条 本校専攻科に、専攻科長を置く。 

 ２ 専攻科長は、専攻科に関することを掌理する。 

 ３ 専攻科長は、教授をもって充て、校長が命ずる。 

   （専攻長） 

 第５条 本校専攻科の各専攻に、専攻長を置く。 

 ２ 専攻長は、専攻科長の職務を補佐する。 

 ３ 専攻長は、その専攻を担当する教員をもって充て、校長が命ずる。 

   （学科長） 

 第６条 本校に、次の学科長を置く。 

    （１）機械工学科長 

（２）電気工学科長  

（３）物質工学科長 

（４） 建設環境工学科長 
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   （５） コミュニケーション情報学科長 

   （６） 一般教科長 

  ２  学科長は、当該学科の運営及び連絡調整に関し、次の事項をつかさどる。 

   （１） 学科の教育計画及び実施に関すること。 

   （２） 学科の所属教員の教育及び研究活動の調整に関すること。 

   （３） 学科の所属教員の服務に関すること。 

   （４） 学科の運営に関し必要と認めたこと。 

  ３  学科長は、教授をもって充て、校長が命ずる。  

    （教科主任） 

  第７条  一般教科に、次の教科主任を置く。 

   （１） 国語教科主任 

   （２） 社会科主任                                

（３）数学教科主任  

   （４） 物理教科主任 

   （５） 保健・体育教科主任 

   （６） 英語教科主任 

  ２  教科主任は、一般教科長のもとで当該学科の運営に関し、連絡調整にあたる。 

  ３  教科主任は、教授、准教授又は講師をもって充て、校長が命ずる。 

    （学年主任） 

  第８条  本校に、次の学年主任を置く。 

  ２  学年主任は、当該学年の運営に関し、連絡調整を行う。 

  ３  学年主任は、当該学年の学級担任のうちから、校長が命ずる。 

    （学級担任） 

  第９条  本校に、次の学級担任を置く。 

  ２  学級担任は、当該学級の運営及び学生の指導にあたる。 

  ３  学級担任は、教授、准教授又は講師のうちから、校長が命ずる。 

    （図書館） 

  第１０条  本校に、図書館を置く。 

  ２ 図書館に関する規則は、別に定める。 

     （共同利用施設） 

  第１１条 本校に共同利用施設として情報処理教育センターを置く。 

  ２ 情報処理教育センターに関する規則は、別に定める。 

     （地域環境テクノセンター） 

  第１１条の２ 本校に、地域環境テクノセンターを置く。 

  ２ 地域環境テクノセンターに関する規則は、別に定める。 

    （技術部） 

第１１条の３ 本校に、技術部を置く。 

  ２ 技術部に関する規則は、別に定める。 
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  （会議） 

  第１２条 本校の学則の制定改廃、予算及び概算の方針その他管理運営に関する事項並びに教務、

学生の厚生補導に関する事項について、校長の諮問に応ずるため、次の会議を置く。 

   （１） 運営会議 

   （２） 教員会議 

   （３） 専攻科会議  

  ２ 会議の組織及び運営等については、別に定める。 

   （委員会） 

  第１３条  校長の命を受けて、運営に必要な諸問題を審議するため、本校に各種委員会を置く。 

  ２  各種委員会に関して必要な事項は、別に定める。 

   （任期） 

  第１４条 任期は、特別に定めるものを除き、原則として１年とする。ただし、第４条から第７条

に掲げる任期は、２年とする。 

       附 則（昭和 62 年 4 月 1 日規則第 11 号） 

１  この規則は、昭和６２年４月１日から施行する。 

２  福島工業高等専門学校組織規程（昭和 41 年 4 月 6 日規則第 10 号）は、廃止する。 

       附 則（平成 6 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成６年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 7 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 8 年 4 月 1 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 9 年 3 月 31 日規則第 9 号） 

    この規則は、平成９年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 9 年 7 月 10 日規則第 2 号） 

    この規則は、平成９年７月１０日から施行する。 

       附 則（平成 10 年 3 月 31 日規則第 6 号） 

    この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 13 年 3 月 19 日規則第 4 号） 

    この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 15 年 3 月 21 日規則第 11 号） 

    この規則は、平成１５年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 6 号） 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。    

       附 則（平成 17 年 3 月 1 日規則第 53 号） 

この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

       附 則（平成 18 年 3 月 30 日規則第 14 号） 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11―１―①―４ 

福島工業高等専門学校組織図 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校要覧） 
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資料11－１－①－４ 

福島工業高等専門学校組織図 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校学校要覧） 
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資料11－１－①－４ 

 

福島工業高等専門学校管理運営組織図 

　

技 術 部 運 営 委 員 会

知 的 財 産 委 員 会

セクシャル・ハラスメント防止委員会

情 報 処 理 教 育 セ ン タ ー 委 員 会

地 域 環 境 テ ク ノ セ ン タ ー委 員会

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 委 員 会

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 委 員 会

図 書 館 運 営 委 員 会

広 報 委 員 会

安 全 衛 生 委 員 会

国 際 交 流 委 員 会

Ｆ Ｄ 委 員 会

Ｊ Ａ Ｂ Ｅ Ｅ 委 員 会

認 証 評 価 委 員 会

専 攻 科 委 員 会

入 学 試 験 委 員 会

進 路 対 策 委 員 会

組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 実 験 安 全 委 員 会

点 検 及 び 評 価 検 討 委 員 会

教 務 委 員 会

学 生 委 員 会

寮 務 委 員 会

企画会

運営会議

教員会議

専攻科会議

校　　長

                          （出典：総務課資料） 
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資料11－１－①－５

企画会、運営会議、教員会議、専攻科会議の構成員 

 

企画会 運営会議 教員会議 専攻科会議 

校長 校長 校長 校長 

各主事 各主事 教授 教務主事 

校長補佐 校長補佐 准教授 学生主事 

専攻科長 専攻科長 講師 専攻科長 

地域ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ長 専攻長 助手 専攻長 

事務部長 各学科長 事務部長 担当の教授 

各課長 図書館長 各課長 担当の准教授 

 情報処理教育センター長  担当の講師 

 地域環境テクノセンター長  事務部長 

 JABEE 委員長  各課長 

 一般教科教授の内から

校長が指名した者 1 名

  

 事務部長   

 各課長   

 

 

（出典：総務課資料）
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資料 11－１－①－６

福島工業高等専門学校企画会規則 

（平成１６年４月１日）

（規 則 第 １４ 号）

（最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 19 号）

 （趣旨） 

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校企画会（以下「企画会」という。）の組織及び運営に

ついて定めるものとする。 

 （目的） 

第２条 企画会は、校長を補佐するとともに、校長の指揮に基づき、本校全体に係る重要事項につ

いて企画・立案し、調整することを目的とする。 

 （組織） 

第３条 企画会は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

  (1) 校長 

  (2) 教務主事、学生主事及び寮務主事 

  (3) 校長補佐 

   (4)  専攻科長 

   (5)  地域環境テクノセンター長 

(6) 事務部長、総務課長及び学生課長 

(7) その他校長が必要と認めた者 

 （会議） 

第４条 校長は、企画会を招集し、その議長となる。 

２ 企画会は、原則として、毎月２回程度開催する。ただし、必要がある場合は、臨時に開催する

ことができる。 

  （構成員以外の出席） 

第５条 校長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させ、説明又は意見を聞くことができ

る。 

 （庶務） 

第６条 企画会の庶務は、総務課において処理する。 

 （雑則） 

第７条 この規則に定めるもののほか、企画会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定める。  

      附 則 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

      附 則(平成１７年３月１日規則第５４号) 

    この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

      附 則(平成１８年３月３０日規則第１８号) 

    この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 
附 則(平成１９年３月２８日規則第１１号) 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 
（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11－１－①－７

福島工業高等専門学校運営会議規則 

（平成１３年３月１９日）

（規  則   第  ５  号）

（最終改正  平成 19 年 3 月 28 日規則第 18 号）

 （趣旨） 

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則（昭和 62 年規則第 11 号）第１２条第２項の規

定に基づき、福島工業高等専門学校運営会議（以下「運営会議」という。）の組織及び運営につい

て定めるものとする。 

 （審議事項） 

第２条 運営会議は、校長の諮問に応じ、次の各号に掲げる事項を審議する。 

  (1)  学則その他重要な規則の制定改廃に関する事項 

  (2)  予算の方針に関する事項      

  (3)  施設整備計画に関する重要事項 

  (4)  管理運営に関する重要事項 

  （5） 法人文書、個人情報の開示、不開示に関する事項 

   (6)  組織、運営及び施設等将来構想に関する事項 

   (7)  その他校長が必要と認めた事項 

 （組織） 

第３条 運営会議は、次の各号に掲げる者をもって組織する。 

  (1)  校長 

   (2)  教務主事、学生主事及び寮務主事 

   (3)  校長補佐 

   (4)  専攻科長及び各専攻長 

   (5)  各学科長 

   (6)  図書館長 

   (7)  情報処理教育センター長及び地域環境テクノセンター長 

   (8)  JABEE 委員長 

   (9)  一般教科教授のうちから校長が指名した者１名 

  (10)  事務部長、総務課長及び学生課長 

  （会議） 

第４条 校長は、会議を招集し、その議長となる。 

  （専門部会） 

第５条 運営会議に特定の事項を調査、検討するために必要があるときは、専門部会を置くことがで

きる。 

２ 専門部会の委員は、校長が委嘱する。 

  （構成員以外の出席） 

第６条 校長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

 （庶務） 
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第７条 運営会議の庶務は、総務課において処理する。 

    附 則 

 この規則は、平成１３年４月１日から施行する。 

     附 則 （平成 16 年 4 月 1 日規則第 4 号） 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

     附 則 （平成 17 年 3 月 1 日規則第 55 号） 

 この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

      附 則 （平成 17 年 9 月 28 日規則第 6 号） 

 この規則は、平成１７年 9 月 28 日から施行する。 

   附 則 （平成 18 年 3 月 30 日規則第 18 号） 
１ この規則は，平成１８年４月１日から施行する。 

２ 福島工業高等専門学校将来計画検討委員会（平成 9 年 7 月 10 日規則第 1 号）は、廃止する。 

附 則 （平成 19 年 3 月 28 日規則第 12 号） 

 この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，校長直属の下に，主事，校長補佐，専攻科長，学科長，各種センター長，事務部長 

等が適切に人員配置されており，それぞれの立場で役割分担がなされている。校長補佐体制及び各種

委員会組織等も整備され，学内の各部門における課題等が迅速に企画・立案，実行される体制となっ

ており，その意志決定のシステム構築は明確である。平成16年度における専攻科設置，独法化に伴う

中期目標・計画の作成・実行，ＪＡＢＥＥによる教育プログラムの受審（平成17年度），将来構想等

の検討など，重要事項の対応については，それぞれの所管する組織が効率的に機能し実行されている。 

 このようにそれぞれの組織の役割に応じた対応が可能なシステムが構築されており，校長，各主事，

委員会等の役割も明確であり，企画会，運営会議を中心として効果的な意志決定が行える態勢となっ

ている。学校運営における校長のリーダーシップも十分発揮できる体制となっている。 

 

 

観点11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的に活

動しているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，多岐にわたる校務を迅速かつ適確に処理するため，より機能的な充実した組織づ

くりを目指し改善を行ってきた。 

各種委員会は，機能的な学校運営を実現するために，それぞれの機能分担を明確にしたうえで校

長の諮問に応じ，各種事項の審議，企画及び立案を行うことで組織されており，企画会，運営会議，

教員会議・専攻科会議等は定例会議を開催し，その他の委員会も定期的に，または必要に応じ

て開催し，課題等の解決に臨機に対応している。 

各種委員会（企画会，運営会議，教員会議，専攻科会議を除く。）の主な所掌事項は（資料11

－１－②－１）のとおりである。また，構成メンバーは，「平成19年度役職者及び各種委員会等名

簿」（資料11－１－②－２）のとおりであり，業務内容に適切に対応している。 
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事務組織については，高等専門学校設置基準第10条（資料11－１－②－３），福島工業高等専門学

校学則第10条（資料11－１－②－４）及び福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則（資料

11－１－②－５）に基づき事務部が設置されており，役割分担も明確になっている。事務部は各種委

員会等の構成員として参画し，委員会等の庶務も所掌しており，管理運営を円滑に行うため適切に役

割を分担し効果的に活動している。 

事務部としては，度重なる定員削減に対応して，課，係等の業務分担の見直しや事務の効率化を図

りつつ本校の校務運営（教育研究）をサポートしてきた。特に独法化後の学校運営については，人員

削減，予算削減等厳しい状況下にあり，本校としてもこれらに対応すべく事務組織の見直しを行い，

平成18年４月から会計課に地域連携担当の専門職員を，学生課に入試担当の専門職員を配置し，さら

に，平成19年４月からは，１部２課制を組織したところである。 

なお，事務部運営のための会議として，係長等連絡会（事務部長，各課長，係長等で組織）が置か

れ，事務部間の連絡調整を行いながら諸問題の解決に当たるとともに，各種委員会等からの種々の案

件についても事務部の立場から検討を加え，意見等を反映させている（資料11－１－②－６）。 
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資料11－１－②－１

 

各種委員会等の主な所掌事項一覧 

 

□ 教務委員会：教育課程の編成、授業計画、学生の試験、履修、その他教務に関すること 

□ 学生委員会：学生の生活指導、厚生補導、授業料等の減免、その他学生に関すること 

□ 寮務委員会：寄宿舎の管理運営、寮生の生活指導、その他寮生に関すること。 

 

□ 点検及び評価検討委員会：点検評価の実施計画、実施並びに結果の報告等評価に関すこと。     

□ 入学試験委員会：入学者の募集、入学者の選抜試験、その他入学試験に関すること。 

□ 進路対策委員会：学生の就職・進学等の指導、支援並びに卒業生への情報提供等支援に関すること。 

□ 専攻科委員会：専攻科の教育課程の編成、授業計画、入学試験、進路等専攻科全般に関すること。 

□ 広報委員会：各種広報の管理、広報誌の発行、ホームページの掲載等に関すること。  

□ 安全衛生委員会：教職員の安全及び衛生の維持向上等に関すること。 

□ 国際交流委員会：外国人留学生の受け入れ及び指導、国際交流事業等に関すること。 

□ ＦＤ委員会：教員の教育（授業）に関する資質と能力の向上を図るための取組み等に関すること。 

□ ＪＡＢＥＥ委員会：技術者教育プログラムの認定申請、受審準備、対応等に関すること。 

□ 認証評価委員会：認証評価受審申請、準備・応等に関すること。 

 

□ 図書館運営委員会： 図書館の管理運営及び図書の選択廃棄等に関すること。 

□ 情報処理教育センター運営委員会：センターの管理運営、情報処理教育・研究及びネットワークの保守等

に関すること。 

□ 地域環境テクノセンター運営委員会：センターの運営・管理、地域連携・協力、研究論文集等の編集及び

情報管理等に関すること。 

□ 組換えＤＮＡ実験安全委員長：実験計画の指針及び規則との適合性審査、安全確保等に関すること。    

□ セクシャル・ハラスメント防止対策委員会：セクシャル・ハラスメントの防止排除対策、問題発生への 

対応等に関すること。 

□ 情報セキュリティ委員会：情報セキュリティ・ポリシーの策定、運用等に関すること。 

□ ＴＯＥＩＣ実施委員会：ＴＯＥＩＣテストの実施に関すること。 

□ 知的財産委員会：教職員の知的財産権の取得支援、知的財産権及び技術経営等に関する人材育成、その他

知的財産権に関すること。 

 

□ 技術部運営委員会：技術部の運営、職員配置、教育研究支援業務等に関すること。 

□ 学生相談室：学生の修学、進路及び精神衛生上の諸問題に関すること。 

 

（出典：総務課資料） 
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資料11－１－②－２

平成19度役職者及び各種委員会等名簿 

 

平成１９年度

役職及び各種役員等名簿

福島工業高等専門学校
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平成19度役職者及び各種委員会等名簿（抜粋） 

９．運営会議 　 委　員（物質工学科） 天野　仁司

校　　長 奈良　宏一 　〃　（建設環境工学科） 緑川　猛彦

教務主事 根岸　嘉和 　〃　（コミ情報学科） 芥川　一則

学生主事 根本　信行 　〃　 総 務 課 長

寮務主事 山ノ内正司

校長補佐（企画担当）， １０．企画会

　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司 校　　長 奈良　宏一

　 〃   （評価担当） 渡辺　　博 教務主事 根岸　嘉和

　 〃 　（地域連携担当), 学生主事 根本　信行

（地域センター長） 伊藤　正義 寮務主事 山ノ内正司

機械・電気システム工学専攻長 校長補佐（企画担当），

　（情報センター長） 大槻　正伸 　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司

物質・環境システム工学専攻長 校長補佐（評価担当） 渡辺　　博

　（ＪＡＢＥＥ委員長） 青柳　克弘 　 〃 　（地域連携担当),

ビジネスコミュニケーション学 （地域センター長） 伊藤　正義

専攻長（コミ情報学科長） 田代　　均 コミ情報学科長 田代　　均

一般教科長 西山　公紀 事務部長 細川　　勉

機械工学科長 石垣　義尚 総務課長 本橋せつ子

電気工学科長 春日　　健 学生課長 佐藤　　広

物質工学科長 井上　和人

建設環境工学科長 金子　研一 １１．点検及び評価に関する検討委員会

図書館長 内山　昭代 校　　長 奈良　宏一

一般教科(理系) 山野　和一 教務主事 根岸　嘉和

事務部長 細川　　勉 学生主事 根本　信行

総務課長 本橋せつ子 寮務主事 山ノ内正司

学生課長 佐藤　　広 校長補佐（企画担当），

　　　　　　　(専攻科長）佐東　信司

９－１．施設整備等有効活用に関する専門部会 　 〃   （評価担当） 渡辺　　博

専門部会長 山ノ内正司 　 〃 　（地域連携担当),

部　　　員(一般教科) 秋山　秀博 （地域センター長） 伊藤　正義

　　〃　　(機械工学科) 石垣　義尚 機械・電気システム工学専攻長

　　〃　　(電気工学科) 山本　敏和 　，（情報センター長） 大槻　正伸

　　〃　　(物質工学科), 物質・環境システム工学専攻長

(教務主事補) 内田　修司 　，（ＪＡＢＥＥ委員長） 青柳　克弘

　　〃　(コミ情報学科), ビジネスコミュニケーション学

(図書館長) 内山　昭代 専攻長，（コミ情報学科長） 田代　　均

　　〃　　（学生主事補）　松尾　忠利 一般教科長 西山　公紀

　　〃　　（寮務主事補）　齊藤　充弘 機械工学科長 石垣　義尚

　　〃　　（情報セ長）　 大槻　正伸 電気工学科長 春日　　健

　　〃　　（地域環境セ長）伊藤　正義 物質工学科長 井上　和人

　　〃 事 務 部 長 建設環境工学科長 金子　研一

　　〃 総 務 課 長 一般教科(理系） 山野　和一

　　〃 学 生 課 長 事務部長 細川　　勉

総務課長 本橋せつ子

９－２．将来計画検討ワーキンググループ 学生課長 佐藤　　広

ＷＧ長（専攻科長） 佐東　信司

委　員（一般教科） 笠井　　哲

　〃　（　 〃　 ） 井川　　治

　 　〃　（機械工学科） 篠木　政利

　〃　（電気工学科） 大槻　正伸  
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１２．教務委員会 １５．専攻科委員会

　 委員長（主　事） 根岸　嘉和 委員長(専攻科長) 佐東　信司

委　員（主事補） 川﨑　俊郎 委　員(専 攻 長） 大槻　正伸

　〃　（　〃　） 内田　修司 　〃 （〃，JABEE委員長） 青柳　克弘

　〃　（　〃　） 緑川　猛彦 　〃 （　 〃　 ） 田代　　均

　〃  井川　　治 　〃　(教務主事補) 緑川　猛彦

　〃  一色　誠太   〃  (学生主事補) 松尾　忠利

　〃  鈴木　晴彦 　〃 山本　敏和

　〃  遠原　智文 　〃 押手　茂克

　〃  学 生 課 長 　〃 森田　年一

　〃  学・ 専門員 　〃 渡部　順一

　〃  教 務 係 長 　〃 井川　　治

　〃 学 生 課 長

１３．学生委員会 　〃  学・ 専門員

委員長（主　事） 根本　信行 　〃  教 務 係 長

委　員（主事補） 西浦　孝治

　〃　（　〃　） 松尾　忠利 １６．入学試験委員会

　〃　（　〃　） 山田　貴浩 委 員 長（校　　長） 奈良　宏一

　〃　（　〃　） 青木　寿博 副委員長（教務主事） 根岸　嘉和

　〃  根本　昌樹 　 委　　員（学生主事） 根本　信行

　〃  石原　万里 　 〃 　（寮務主事） 山ノ内正司

　〃  平尾　篤利 　 〃 　（一般教科長） 西山　公紀

　〃  伊藤　　淳 　 〃 　（機械工学科長） 石垣　義尚

　〃  羽切　正英 　 〃 　（電気工学科長） 春日　　健

　〃  菊地　卓郎 　 〃 　（物質工学科長） 井上　和人

　〃  田村　綾子 　 〃（建設環境工学科長）金子　研一

　〃  森川　　治 　 〃（コミ情報学科長） 田代　　均

　〃  松本　行真 　 〃 高野　克宏

　〃  学 生 課 長 　 〃 森川　　治

　〃  学生支援係長 　 〃　 吉村　忠晴

　 〃 事 務 部 長

１４．寮務委員会 　 〃 学 生 課 長

委員長（主　事） 山ノ内正司

委　員（主事補） 道上　達広 １６－１．入学試験実施専門部会

　〃　（　〃　） 中山　悟視 専門部会長 高野　克宏

　〃　（　〃　） 齊藤　充弘 部　　　員 宮澤　泰彦

　〃　（　〃　） 渡部美紀子 　　〃 松本　匡以

　〃  坂内　昌徳 　　〃 小泉　康一

　〃  高橋　　章 　　〃 押手　茂克

　〃  鈴木　茂和 　　〃 森田　年一

　〃  小泉　康一 　　〃 松江　俊一

　〃  三浦靖一郎

　〃  柴田　公彦 １６－２．入学者対策専門部会

　〃  梅澤　洋史 専門部会長 森川　　治

　〃  高荒　智子 部　　　員 山野　和一

　〃  松江　俊一 　　〃 松本　匡以

　〃  学 生 課 長 　　〃 濱﨑　真一

　〃  寮 務 係 長 　　〃 鴨下　祐也

　　〃 原田　正光

 

 

（出典：総務課資料） 
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資料 11－１－②－３ 

高等専門学校設置基準（第 10 条抜粋） 

  （事務職員等） 

第10条  高等専門学校には、その運営のために必要な相当数の事務職員その他の職員を置かなけれ 

ばならない｡ 

 

 

  

資料 11－１－②－４

福島工業高等専門学校学則（第 10 条抜粋） 

 

第10条 本校に庶務、会計、教務及び学生の厚生補導、施設等に関する事務を処理するため、事務

部を置く。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
 

  

資料 11－１－②－５ 
 

福島工業高等専門学校事務部組織及び事務分掌規則 

（昭和６２年３月２３日）

（規 則 第 ２２ 号）

（最終改正   平成19年3月28日規則第1号）

第１章 総則 

 （目的） 

第１条 この規則は，独立行政法人国立高等専門学校機構の組織に関する規則（平成 16 年独立行政法

人国立高等専門学校機構規則第 1 号）第５条第６項及び独立行  政法人国立高等専門学校機構の本部事

務局の組織等に関する規則（平成 16 年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 4 号）第１１条並び

に福島工業高等専門学校学則第１１条の規定に基づき，本校の組織及び事務分掌の範囲を定めることを

目的とする。 

 

第２章  事務組織 

 （事務部） 

第２条 本校に，事務部を置く。 

 （課） 

第３条 事務部に，次の２課を置く。 

 総務課 

 学生課 

 （係） 

第４条 事務部の課に，係を置く。 

 482



福島工業高等専門学校 基準11 

 （事務部長） 
第５条 事務部に，事務部長を置く。 

２ 事務部長は，事務職員をもって充てる。 

３ 事務部長は，校長の命を受けて，事務部の事務を処理する。 
 

 

 （課長） 

第６条 課に，課長を置く。 

２ 課長は，事務職員をもって充てる。 

３ 課長は，上司の命を受けて，課の事務を処理する。 

 （課長補佐） 

第６条の２ 課に課長補佐を置くことができる。 

２ 課長補佐は，事務職員をもって充てる。 

３ 課長補佐は，課長を補佐する。この場合において次条第３項に規定する事務の処理を併せもつこと

を妨げるものではない。 

 （専門員） 

第６条の３ 課に専門員を置くことができる。 

２ 専門員は，事務職員をもって充てる。 

３ 専門員は，上司の命を受けて，高度の専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理す

る。 

 （係長） 

第７条 係に，係長を置き，必要に応じ主任を置くことができる。 

２ 係長及び主任は，事務職員又は技術職員をもって充てる。 

３ 係長は，上司の命を受けて，係の事務を処理する。 

４ 主任は，係長を助け，係の事務を処理する。 

 （専門職員） 

第７条の２ 課に専門職員を置くことができる。 

２ 専門職員は，事務職員をもって充てる。 

３ 専門職員は，上司の命を受けて，専門的知識又は経験を必要とする特定の分野の事務を処理する。

 

第３章 事務分掌 

 （総務課の事務分掌） 

第８条 総務課に，課長補佐及び次の７係を置く。 

     総務係 
     企画・広報係 

     地域連携係   

     人事係 

     財務係 
調達係  
施設管理係 

 
 
 
以下 略 

 
 

（出典：福島工業高等専門学校規則集） 
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資料 11－１－②－６ 

係 長 連 絡 会 
 

 

 

 

 

 

 

 （出典：総務課資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

各種委員会等の役割については，委員会規則等に示され明確化されている。また，事務組織におい 

ても，事務部組織及び事務分掌規則に明示されており，双方の役割は適切に明確に分担されている。 

企画会，運営会議をはじめ各種委員会も含めて連携・協力が図られ，効果的な活動がなされている。

また，事務組織においても，各種会委員会への支援体制が有効に機能し，効果的な活動が行われてい

る。 

 

 

観点11－１－③： 管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では学校の管理運営が円滑に行われるように，会議（企画会，運営会議，教員会議，専攻科会

議），各種委員会等（教務委員会，学生委員会他）を組織するため諸規則を制定しており（資料11－

１－③－１），これらの規則は継続的に改正等が加えられている。規則の制定，改正等が必要となる

場合は，運営会議で審議され，校長決裁を経て教員会議等で報告し，全教職員には随時事務部ホーム

ページ上で周知している（資料11－１－③－２)。規則の制定内容は，観点11－１－①で示した資料

の学校組織規則（資料11－１－①－３)，企画会規則(資料11－１－①－６）及び運営会議規則(資料

11－１－①－７)に明示されている。 
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資料 11－１－③－１ 

  

管理運営関係規則一覧 
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（出典：福島工業高等専門 
 

（出典：福島工業高等専門学校事務部ホームページ）
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資料 11－１－③－２ 

教職員への規則制定，改正等の周知資料 

 

 

 

（出典：福島工業高等専門学校事務部ホームページ） 
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（分析結果とその根拠理由） 

管理運営に関する諸規定については，その都度見直し改善が行われ，効果的な活動が行えるように

整備がなされている。教職員への周知については，事務部ホームページ上で周知されている。 

 

 

観点11－２－①： 外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。 
 

（観点に係る状況） 

本校では，外部機関等の有識者による参与会（外部評価）を設置し（資料11－２－①－１），学校

運営全般にわたる状況について点検評価を受け，その評価の状況及び委員の意見・提言等については

報告書にまとめ公表している。委員の意見等については，管理運営に反映すべく学内組織にフィード

バックさせる体制として，点検及び評価に関する検討委員会を設置している（資料11－２－①－２）。  

外部評価等の意見・提言等については，学内組織に周知の上，対応や改善について見直し等を行い，

企画会，運営会議等で検討審議し，管理運営に適切に反映されるよう対応している。 

具体例として，平成17年度に実施した参与会（外部評価）では，教員業績評価システムについての

提言があり（資料11－２－①－３），運営会議，教員会議等で「参与会が指摘した改善提案」の内容

を報告し（資料11－２－①－４），平成18年度の企画会，運営会議等において教員業績評価システム

の評価項目や評価方法等の改善・見直しを行い（資料11－２－①－５），教員個々の自己改善が可能

な，また本校の戦略目標の設定及びその修正に役立つシステムにすべく改善を図ったところである

（11－２－①－６）。なお，この教員業績評価システムによる評価結果は，学内予算配分にも反映さ

れている。 
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資料11－２－①－１ 

福島工業高等専門学校参与会規則 

（平成１７年７月２６日）

（規   則   第  ４  号）

（最終改正   平成19年3月28 規則 第15号）

 （趣旨） 

第１条 福島工業高等専門学校（以下「本校」という。）の教育研究活動等の状況について、外部の有

識者による検証（以下「外部評価」という。）を行い、もって本校の教育 研究体制等の改善に資する

ことを目的として、福島工業高等専門学校参与会（以下「参与会」という。）を置く。 

 （評価事項） 

第２条 参与会は、次の各号に掲げる事項について、校長の諮問に応じて外部評価を行う。 

 (1)  教育研究上の目的を達成するための基本的な計画に関する事項 

 (2)  教育研究活動等の状況について本校が行う自己点検・評価に関する事項 

 (3)  その他本校の運営に関する事項 

 （組織） 

第３条 参与会は、次の各号に掲げる者のうちから校長が委嘱した参与若干名をもって組織する。 

 (1)  大学又は高等専門学校等の教育研究機関の関係者 

 (2)  地方自治体の関係者及び県内の教育関係者 

 (3)  地域産業経済界の関係者 

 (4) 本校を卒業又は修了した者 

 (5)  その他高等専門学校に関し広くかつ高い見識を有する者 

 （任期） 

第４条 参与の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

２ 前項の参与に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （会長） 

第５条 参与会に、会長を置き、校長が指名する。 

２  会長に事故があるときは、校長が指名する参与がその職務を代行する。 

 （運営） 

第６条 参与会の会議は、校長が招集し、会長がその議長となる。 
 （意見の聴取） 

第７条 会長が必要と認めたときは、参与会に参与以外の者を出席させ、意見を聴くことができる。 

 （事務） 

第８条 参与会の事務は、総務課において処理する。 

 （雑則） 

第９条 この規則に定めるもののほか、参与会の運営に関し必要な事項は、校長が別に定める。 

   附 則 

１ この規則は、平成１７年７月２６日から施行する。 
２ 福島工業高等専門学校外部評価実施細則（平成12年細則第１号）は廃止する。 

 
附 則（平成 19 年 3 月 28 日規則 15 号） 

１ この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11－２－①－２

福島工業高等専門学校点検及び評価に関する規則 

（平成５年１２月９日）

（規 則 第 １ 号）

（最終改正   平成19年3月28日規則第16号）

  （目的）                               

第１条 この規則は、福島工業高等専門学校組織規則(昭和 62 年規則第 11 号)第１３条第２項に基づ

き、本校の教育研究水準の向上を図り、かつ、本校の目的及び社会的使命を達成するため、本校の教

育活動等の状況について自ら行う点検及び評価（以下「点検及び評価」という。）に関し、必要な事

項を定めることを目的とする。 

  （検討委員会） 

第２条 本校に、次の各号に掲げる事項を行うため、福島工業高等専門学校点検及び評価 検討委員会

（以下「検討委員会」という。）を置く。 

  （１）点検及び評価に関する基本方針並びに実施計画等の策定に関すること。 

  （２）点検及び評価の実施並びに結果に関する報告書の作成及び公表に関すること。 

  （３）その他点検及び評価に関する必要な事項 

 （組織） 

第３条 検討委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

  （１）校長 

  （２）教務主事、学生主事及び寮務主事 

  （３）校長補佐 

  （４）専攻科長 

  （５）各学科長 

  （６）一般教科教授のうちから校長が指名した者１名 

 （７）事務部長、総務課長及び学生課長 

（８）その他校長が指名した者 

  （委員長） 

第４条 検討委員会に委員長を置き、校長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長の指名した委員がその職務を代行する。 

  （構成員以外の出席） 

第５条 委員長が必要と認めたときは、構成員以外の者を出席させることができる。 

  （実施組織） 

第６条 点検及び評価を行う組織等（以下「実施組織」という。）は、次のとおりとする。 

  （１）各学科及び一般教科 

  （２）専攻科 

  （３）検討委員会が指定する各種委員会 

  （４）事務部 

  （点検評価事項） 
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第７条 検討委員会は、次の各号に掲げる事項について、点検及び評価を行う。 

  （１）教育理念及び教育目標に関すること。 

  （２）教育活動に関すること。 

  （３）研究活動に関すること。 

  （４）施設設備に関すること。 

  （５）国際交流に関すること。 

  （６）生涯学習への対応に関すること。 

  （７）社会との交流に関すること。 

  （８）その他検討委員会が必要と認める事項 

２ 前項各号に係る具体的な点検項目は、検討委員会が別に定める。 

  （点検及び評価の実施） 

第８条 検討委員会及び実施組織は、別に定める点検項目により、点検及び評価を行うものとする。 

２ 実施組織は、点検及び評価の結果を検討委員長に報告するものとする。 

３ 検討委員長は、実施組織からの報告に基づき、点検及び評価の総括を行い、改善すべき事項を付し

て校長に報告するものとする。 

  （報告書の作成及び公表） 

第９条 校長は、取りまとめた点検及び評価の結果を報告書として公表するものとする。 

  （点検及び評価結果の対応） 

第１０条 校長は検討委員会が行った点検及び評価の結果に基づき、改善が必要と認められるものにつ

いては、関係する実施組織にその改善策の検討を付託するものとする。 

  （庶務） 

第１１条 検討委員会の庶務は、総務課において処理する。 

  （細則） 

第１２条 この規則に定めるもののほか、点検及び評価に関し必要な細則は、校長が別に定める。 

   附 則 

  この規則は、平成５年１２月９日から施行する。 

   附 則（平成 16 年 4 月 1 日規則第 8 号） 

  この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 17 年 3 月 1 日規則第 56 号） 

  この規則は、平成１７年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 18 年 3 月 30 日規則第 17 号） 

  この規則は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成 19 年 3 月 28 日規則第 16 号） 

  この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

（出典：福島工業高等専門学校規則集）
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資料11－２－①－３ 

 

平成18年1月「参与会報告書」  
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 「参与会報告書」質疑応答（抜粋） 

 

６）研究活動について 
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（出典：「参与会報告書（外部評価）」） 
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資料11－２－①－４ 

平成17年度第16回運営会議議事要旨 

（参与会提言等の報告事項（４）） 
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平成17年度第16回運営会議資料 

（改善提案 ２）「教育組織・教育体制について」） 

 

 

 497



福島工業高等専門学校 基準11 

 

 

平成17年度第16回運営会議資料 

（改善提案 13）「教員の研究成果について」） 

 

(出典：運営会議会議録) 

 

 498



福島工業高等専門学校 基準11 

 

平成17年度第15回教員会議議事要旨 

(教員への周知事項６） 
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平成17年度第15回教員会議議事要旨 

（教員への周知事項６） 

 

 

（出典：教員会議会議録） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

資料11－２－①－５ 

 

平成18年度第１回企画会議事要旨 

（参与会提言に対する対応事項（１）） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

 

平成18年度第１回企画会資料 

（参与会提言に対する対応事項(１)) 

 
 

（出典：企画会会議録） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

平成１８年度第１回運営会議議事録 

（参与会提言に対する対応事項(１)） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

平成18年度第１回運営会議議資料 

 

 

 

（出典：運営会議会議録） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

資料11－２－①－６ 

平成18年度第４回運営会議議事録 

（提言に対する対応改善案の決定） 

 

平成18年度第４回運営会議資料 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

平成18年度第４回運営会議資料 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

平成18年度第４回運営会議資料 

 

 

 

（出典：運営会議会議録） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

平成19年度教育業績評価システム調査表 

 

 

 

 

 

　点　数 記　　　　　　　入　　　　　　　欄 素　点 評価点 配分点

　６・５・４

5

6

6

5

3

3

　 ⑧企業訪問 5

   ⑨卒業生への就職・進学支援 3

5

★⑪教育活動の表彰 3

3

3

6・10

62

３・２・１

　 ②車両指導（車両通学・違法駐車・道交法） ３・２・１

 　③容儀指導（頭髪・ピアス・制服・履物等） ３・２・１

　 ④マナー・礼儀指導 ３・２・１

　  　（携帯電話、公衆道徳、言葉遣い、挨拶）

   ⑤ボランティア活動支援 ２・１

　 ⑥遅刻・欠席・欠課指導 ２・１

　 ⑦掃除指導 ２・１

　 ⑧アルバイト指導 ２・１

　 ⑨クラス運営指導 ２・１

　 ⑩クラブ・愛好会指導 ３・２・１

   ⑪試合・大会・コンテスト成果 ３・２・１

★⑫協会・連盟等の役員 ２・１

　 ⑬合宿指導 ２・１

　 ⑭寮当直指導 ３・２・１

　 ⑮寮行事指導 ２・１

★⑯学生相談室担当 3

 　⑰ｾｸｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ担当・ｽｸｰﾙｾｷｭﾘﾃｨｰ活動 2

42

5

5

3

3

３・２・１

２・１

2

３・２

3

3

３・２・１

3

3

3

3

3

50

3

3

3

3

3

3

3

3

 　⑨社会活動への参画、指導 3

27

3

3

3

3

　 ⑤メディアによる本校PR活動等 5

3

3

23

　

204

注１）原則として、過去２年間を対象とする。ただし★の付してある項目については、過去１年間を対象とする。　　　　　　　

計１６項目

★⑮受託研究の取組

　(３主事、校長補佐、専攻科長、学科長、センター長、主事補、担任）

★②役職該当

★①３委員会委員に該当（各員）

合計５事項・６３項目・（貢献度配分係数１００）

★⑦委員会等への自薦参加

★⑬在学生の海外研修・留学支援

★⑪科学研究費の申請・採択

★⑫寄附金・委任経理金の有無

計１４項目

★⑭学内表彰・大臣表彰

★⑩学会賞等の受賞

★②技術士の資格取得

　　    　　　　　　　　　　　　(筆頭著者又は責任者、共著、翻訳）

★⑤著作・論文（査読付）の発表

★⑨学会、研究会等の役員

★⑧学会発表（国際学会、国内学会）

★⑭共同研究の取組（外国含む）

★⑬その他外部資金の獲得

（Ｃ）研究（貢献度配分係数２０）

★⑦学会・研究会・セミナー等への参画

★①学位の取得

　　    　　　　　　　　　　　　(筆頭著者又は責任者、共著、翻訳）

★④特許権の有無

★③著作権の有無

　　　　　　　　　　(３主事、校長補佐、専攻科長、学科長）

計7項目

 　②学校開放の支援

★③公開講座の担当

　 ④生涯学習のための参画、指導

　　　平成１９年度　教育業績評価システム調査表（規定部分：ポイント制に基づく評価）　　　別紙２

　　事　　　　　　項

計９項目

 　⑧ボランティア活動

　 ⑤企業、民間団体等への支援

 　⑥産官学連携事業への参画

★⑦技術相談担当

★④管理運営への参画

（Ｅ）管理運営（貢献度配分係数１０）

★②補習授業の実施（遅進学生・大学編入学）

★①担当単位数（専攻科を含む）

（Ａ）教育（貢献度配分係数３５）

（学科名）　　　　        　　　　　　　　　　　　　    コード欄 □□□　　 （氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コード欄 □□□

   ③顕著な教育成果

★⑥教育研修会等への参加

　 ⑫留学生への支援

   ④独自の教材等の開発（工夫状況）「資料添付」

   ⑤教育方法の改善

★⑦公開授業等の実施・評価及び参加

   ⑩インターンシップ参加奨励

計１７項目

★⑯プロジェクト研究分担

注２）コード欄には、記入しないで下さい。

（Ｂ）学生指導（貢献度配分係数２０）

　 ①違法行為指導（飲酒、喫煙、ギャンブル）

★③役職該当（本年度の主事補）

　 ⑥本校の広報活動

★①出前授業の担当

（Ｄ)地域貢献（貢献度配分係数１５）

★⑥紀要・その他月刊誌への掲載　
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福島工業高等専門学校 基準11 

平成19年度教育業績評価システム調査表 

 

 

 

（出典：平成19年度教育業績評価実施伺書） 

　点　数 記　　　　　　　入　　　　　　　欄 素　点 評価点

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

１０・７・５

１０・７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

７・５・３

５・３・１

5

3

３・１

７・５・３

②高専機構「創造性を育む」を指導 ７・５・３

③三大コンテスト指導（ロボコン、プロコン、デザコン） ５・３・１

④他のコンテスト指導 ５・３・１

⑤学生の学会発表等を指導 ７・５・３

⑥課外活動を指導 ５・３・１

⑦卒研・ミニ研等を指導 ５・３・１

⑧その他の企画 ５・３・１

⑨

⑩

⑪

10

14

１０・６

１０・６

１０・６

１０・６

１０・６

１４・１２・１０・８・６

１０・８・６

１０・８・６

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

１０・８・６・４・２

５・３・１

５・３・１

10
8

５・３

５・３

５・３

３・１

５・３

⑥委員会委員の職務附加による貢献

⑨

⑨共同研究の実施

⑧国際会議等にて研究発表の実施

注２）コード欄には、記入しないで下さい。

④

①新たな企画を実施

（４)地域貢献

⑦その他

（５）入学者対策

⑥

注１）原則として、過去1年間を対象とする。　　

②論文掲載（英文）（筆頭業者、責任著者等を明記）

①論文掲載（和文）（筆頭業者、責任著者等を明記）

⑥寄付金の受け入れ（３０万以上）

⑦その他外部資金の受け入れ（３０万以上）

②「高専教育」掲載

①効果的な授業方法の開発等

⑫

⑩学会賞等の受賞

④共同研究の受け入れ（３０万以上）

③専攻科教育に新たな工夫等

⑥特別教育研究経費に採択

⑫ＴＯＥＩＣ公開テストの実施

④モノづくり教育に新たな発案等

③科学研究費補助金の採択（３０万以上）

（１）教　育

平成１９年度　教員業績評価システム調査表（自由部分：自己申告事項の例）　　　　　　　別紙３

　　事　　　　　　項 　　(例）

（学科名）　　　　        　　　　　　　　　　　　　    コード欄 □□□　　 （氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コード欄 □□□

⑬

⑤受託研究の受け入れ（３０万以上）

⑤現代ＧＰに採択

⑦学修単位化への尽力

⑩自学自習用教材の開発

（２）学生指導

①機構表彰の被表彰者を指導

⑰

（３）研　究

⑯

⑭

（６）管理運営

⑤

⑤

②共同テーマの設定の実践

③

④

③入試委員会活動への貢献

②入試広報に係る成果

①新たな入学者選抜方法等の発案・導入

⑧

⑪その他の企画

⑱

⑧e-Learning教材の開発等

⑨海外協定校締結に尽力

⑪シナジー教育の実践例の発案等

⑮インターンシップ指導に尽力

⑬学生評価（ベスト１０）

⑭学生評価（ベスト２０）

①三主事の職務附加による貢献

②校長補佐の職務附加による貢献

⑤委員会委員長の職務附加による貢献

③学科長の職務附加による貢献

④専攻科長の職務附加による貢献

⑩

①

②

（７）その他の本校の個性化・活性化・教育研究の高度化への貢献

③
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福島工業高等専門学校 基準11 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，外部機関等の有識者による外部評価委員会（参与会）を設置し，平成12年度と平成17年

度に外部評価を実施しており，その評価結果については外部評価報告書として公表されている。外部

からの意見･提言等については，積極的にその意見等を取り入れ，学校運営に反映させてきた。学内

組織「点検及び評価検討委員会」を通してフィードバックさせる体制が機能し，具体例で示したとお

り適切に管理運営に反映されている。 

 

 

観点11－３－①： 自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に対し

て行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点に係る状況） 

本校では，平成５年に福島工業高等専門学校点検及び評価に関する規則を制定して点検及び評価に

関する検討委員会を設置し，平成8年度に初めて自己点検・評価を実施した。その後，平成12年度，

平成17年度に自己点検・評価を実施し（資料11－３－①－１），外部有識者による外部評価（参与

会）を受けてきた。実施状況については，評価結果をその都度報告書にまとめて公表してきている

（資料11－３－①－２）。また，平成18年10月には第三者評価として「JABEE審査」を受審し，平成

19年６月に認定を受けたところである（資料11－３－①－３）。本校では，平成16年度に専攻科が設

置され，教育と研究の領域が大学の学部に準ずるまで拡大し，学生及び教員の成果は地域からも期待

されていることから，本校の中期計画に沿った教育・研究水準の向上と社会への説明責任を継続的に

果たすため，今後とも，定期的に「自己点検・評価」と「外部評価」を実施し公表していくこととし

ている。 
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福島工業高等専門学校 基準11 

資料11－３－①－１ 

 

平成12年度～平成17年度における「自己点検・評価」報告書（平成17年８月） 
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福島工業高等専門学校 基準11 
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福島工業高等専門学校 基準11 
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福島工業高等専門学校 基準11 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

（出典：平成12年度～平成17年度における「自己点検・評価」報告書） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

資料11－３－①－２ 

 
「自己点検・評価」報告書（平成 17 年８月作成）配布先等一覧 

 

配   付   先 部  数 

文部科学省 （高等教育局専門教育課） ５ 

国立高等専門学校機構 （総務課） ５ 

高等専門学校 （国立、公立、私立高専） ６２ 

外部評価用 （参与会委員） １８ 

国立国会図書館 （国内資料課） ５ 

大学 （近隣国公立大学、私立大学） ８ 

学内配付  （教職員） １２０ 

保存用  （本校図書館） ２ 

予備  （事務資料用、来訪者用、次回作成資料用） ７５ 

合   計 ３００ 

 

 

 

「参与会報告書」（平成 18 年 1 月作成）配布先等一覧 

 

配   付   先 部  数 

文部科学省 （高等教育局専門教育課） ５ 

国立高等専門学校機構 （総務課） ５ 

大学・学位授与機構 １ 

高等専門学校 （国立、公立、私立高専） ６２ 

大学 （近隣国公立大学、私立大学） ７ 

参与会委員 ９ 

国立国会図書館 （国内資料課） ５ 

学内配付  （教職員） １３０ 

保存用  （本校図書館） ２ 

予備  （事務資料、来訪者用、次回作成資料用） ７４ 

合   計 ３００ 

 

 

 （注）「自己点検・評価」報告書」、「参与会報告書」は、 

本校ホームページ（ＵＲＬ http://www.fukushima-nct.ac.jp）に掲載済 

 

（出典：総務課資料） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

資料11－３－①－３ 

JABEE審査認定証 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，平成８年度，平成12年度，平成17年度に「自己点検・評価」を実施しているが，その都

度点検及び評価に関する検討委員会において評価項目や実施方法等を検討し，総合的に自己点検・評

価を行えるようにシステムが構築されている。実施内容についても「自己点検・評価報告書」，「外

部評価報告書」として作成されており，外部に公表されている。 
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福島工業高等専門学校 基準11 

観点11－３－②： 評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善に結

び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

 

（観点に係る状況） 

本校では，点検及び評価に関する検討委員会が実施する「自己点検・評価」及び外部有識者が実施

する「外部評価（参与会）」の評価結果，後援会総会，協力会総会，保護者との懇談会や学級委員長

（学生）との懇談会等での意見・提言等についても学内の会議等で報告し（資料11－３－②－１），

関係組織にフィードバックさせ，改善が必要な場合は改善策を検討し具体化を図ることができるシス

テムとして「福島高専の内部改善システム」が構築されており（資料11－３－②－２），いわゆるＰ

ＤＣＡサイクルが実行されている。その具体例としては，観点11－２－①で記述したように，参与会

（外部評価）の評価結果（教員業績評価システムに対する提言等）について，点検及び評価に関する

検討委員会から企画会，運営会議，教員会議等へ報告がなされ，関係組織にフィードバックされて，

具体的改善策を検討し改善を図っている（資料11－２－①－３～８）。また，学生の意見等を学校運

営に反映させるため，学級委員長との懇談会を開催して意見交換を行い，その意見や提案等を関係組

織で検討し改善を図っている。これらの結果報告は，教員会議で行われ，教員へ周知されるとともに，

各教室にも資料を配付・掲示して学生に周知されている（資料11－３―②－３）。 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

 

資料11－３－②－１ 

平成17年度第８回運営会議議事要旨 

（事項(６)の③） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

 

 

平成17年度第７回教員会議議事要旨 

（事項９の②） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

         

平成17年度第７回教員会議議事要旨 

（事項９の②） 

 
（出典：教員会議会議録） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

福島工業高等専門学校改善システム                資料11－３－②－２ 

（出典：JABEE点検書）  

文部科学省

福島高専の外部改善システム 

福島工業高等専門学校
点検及び評価検討委員会

独立行政法人
国立高専機構 大学評価・

学位授与機構
JABEE

中学校
高等学校

外部評価
参与会

後援会
（保護者）

福島高専
協力会

卒業生
（修了生）

総務省

認定評価
評価・報告

認証評価・専攻科評価

通知・勧告

評価
評価

意見・改善

意見・改善
意見・改善

アンケート・改善

アンケート・改善

福島高専の内部改善システム 

点検及び評価に関する検討委員会 運営会議

各種委員会

教員会議

専攻科会議

各学科会議

学級担任会議

寮生

学生会

寮生会

学生の動向調査

学生

進路状況
成績状況

生活指導状況
授業アンケート

学級委員長との懇談会
TOEIC結果

保護者懇談会
寮生保護者懇談会

後援会総会

PLAN

DOCHECK

一般教科
機械工学科
電気工学科
物質工学科
建設環境工学科
コミュニケーション情報学科
非常勤講師

ACTION
校 長（企画会）

後援会
（保護者）

教科連絡会議

教務委員会
学生委員会
寮務委員会
専攻科委員会
入学試験委員会
JABEE委員会
FD委員会
進路対策委員会
TOEIC委員会
図書委員会
広報委員会

参与会
（外部評価）

「教育理念（学習・教育目標を含む）」
「教育組織」，「学生の受入れ」，「教育内容・教育方法」

「学生支援」，「教育環境」，「財務」，「研究」
「教育の成果」，「外部サービス」

「改善システム」
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資料11－３－②－３ 

平成17年度第５回教員会議議事要旨 

（ ◎報告事項（２）） 

 

 

 



福島工業高等専門学校 基準11 

平成17年度第５回教員会議資料 

（管理運営関係部分の抜粋） 
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福島工業高等専門学校 基準11 

平成17年度第５回教員会議資料 

 

 

平成17年度第５回教員会議資料 
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福島工業高等専門学校 基準11 

(出典：教員会議会議録) 
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福島工業高等専門学校 基準11 

（分析結果とその根拠理由） 

本校では，評価・改善システムが整備されており，そのシステムが効果的に機能し，委員会等組織

の見直し，専攻科の設置，教員に対する評価システムの改善，JABEE受審等の結果に成果として表れ

てきている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・学内組織としての企画会，運営会議，教員会議，専攻科会議及び各種委員会等が管理運営組織と

して整備され且つ機能的に配置されており，校長のリーダーシップの下で効果的な意志決定が行

われている。 

・校長を補佐する体制として，副校長（主事，専攻科長）４名，校長補佐３名が配置され，また，

企画会，運営会議，各種委員会等には事務部も構成員として参画しており，校長を支援する体制

が全学的に整備されている。 

・外部有識者による外部評価においても，評価結果を公表して内部組織にフィードバックさせ，管

理運営に反映させるシステムが構築されている。 

 

（改善を要する点） 

・ 有識者から意見を聴取する参与会と，評価を主たる任務とする外部評価を別組織とし，参与会

は年に複数回開催し，本校の運営全般の改善に役立てるなど，さらなる改善が必要である。 

・外部評価を学校運営にさらに反映させるために「福島高専改善システム」を組織化して有効に機 

能させることが必要である。 

 

（３）基準11の自己評価の概要 

 本校の管理組織については，校長をトップに学校教育法施行規則の規定に基づく「主事」や 

学内規則に基づく「校長補佐」，「専攻科長」，「専攻長」，「学科長」，事務部長等の人員

配置の下に組織されている。また，本校の運営組織としては，校長，企画会，運営会議，教員

会議・専攻科会議，各種委員会等が系列的に組織され，それぞれ関係する規則等も整備され役

割が明確になっている。 

本校では，運営会議を本校の意志決定機関として位置付けており，学校運営における意志決定 

が効果的に行えるよう体制が整っている。さらに，校長指揮の下に学校全体に係る重要事項の

企画・立案，調整を担当する企画会を配置し，校長が全体を把握しリーダーシップを発揮でき

る態勢がとられており，管理運営組織として効果的に機能している。評価に関しては，平成５年

度に点検及び評価に関する規則を制定し，点検及び評価に関する検討委員会を中心に平成８年度，平

成12年度，平成17年度に自己点検評価を実施している。平成12年度，平成17年度には外部評価も受け 

，評価結果についてはその都度報告書を作成し外部に公表しており，評価に基づく意見や提言等につ 

いては，学内に構築されているシステムを通して検討され，改善が図られている。 

本校の評価システムとしては，自己点検・評価，外部有識者による外部評価（参与会）のほか，後 

援会総会，保護者懇談会，協力団体・企業・卒業生等からのアンケート評価，学生による評価等があ

り，これらの評価結果や意見・提言等についても学校運営に反映させているが，さらに充実させるた
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めに「福島高専改善システム」を有効に機能させるための組織化が重要である。また，参与会の開催

数を多くして外部の意見を積極的に取り入れることが必要となる。 

 


